
★ＳＤＧｓとは…
自分の子どもや孫たちが暮らす未来に、住み続けられる世界を残すた

め、掲げられた全世界の人が取り組むべき17の目標。

　本市は、令和元年（2019年）7月に「SDGs未来都市」に県内で初めて選定されました。
　本コーナーでは、本市でSDGsの達成に向け積極的に取り組んでいる人・団体、関連イベントなど
を紹介しています。

そそのの先先のの 　　　  　　　 ののたためめ、、いいままででききるるこことと

あなたもぜひ
ＳＤＧｓに取り組ん
でみませんか？

教えて
笑顔

今回の高田高校だよりは写真盛りだくさんでお送りします！

高田高校だより

学 校 通 信

　４月７日㈫に始業式が行われ、本年度の高田高校がスタートしました。
　4月 8日㈬には入学式が行われ、普通科 109 人、海洋システム科 19 人
の計 128 人の新入生が入学しました。式では、新入生代表の菅

かん
野
の
晴
はる
音
ね
さ

ん（高田第一中学校出身）が誓いの言葉を述べ、「震災からの復興の歩み
の中でたくさんの支援を受けたので、今度は私たちが地域の復興を支え

始業式 ・入学式

る一員となれるよう学んでいきます」と力強く決意表明しました。
　全校生徒 360 人で、本年度も勉強や部活動など様々な活動に取り組んでいきます。

　市では、保育者が心にゆとりを持つ時間を作ることで、子ども
とのコミュニケーションの時間を増やし、家庭教育の充実に役立
てることを目的として家庭教育講座を開催しています。
　新たな知識を吸収したり、親子で楽しく物づくりをすることで、子どもとの
コミュニケーションの時間を増やし、充実したものとなるよう、ぜひこの機会
に参加してみませんか。

家庭教育講座　受講生募集！

　お子さんにも安心安全の三陸産の素材や無添加にこだわった乾物を使用してふ
りかけを作ります。ふりかけ作りを通して、防災食にもなる乾物の持つ魅力をお
伝えします。最後はふりかけご飯の試食を行う予定です♪
◆日　　時…６月 20 日㈯　午前 10 時 ~１１ 時 30 分
◆場　　所…保健福祉総合センター　調理室
◆対　　象…４歳以上の子どもとその保護者、子（孫）育て中の人、保育所（学校）・
　　　　　　子育て支援関係者　
　　　　　　※市内在住または市内に通勤・通学している人
◆費　　用…１袋 800 円（材料費）　　　
◆持 ち 物…エプロン、三角巾、マスク、飲み物
◆募集人数…6組　※先着順
◆申込期間…6月 3日㈬　午前 9時 ~6月 17 日㈬正午
◆申込方法…申し込みフォームまたは電話で受け付けします。
◆申し込み・問い合わせ先…市教育委員会教育総務課生涯学習・芸術係
　　　　　　　　　　　　　☎ 0192(54)2111（ 内線 554）

「無添加ふりかけ作り」　講師 ：山長小野寺商店　小
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託児付き！（事前申込制）
対象…３歳以下のお子さん
託児を利用し、講座には保護者のみの
参加も可能です。

Ｔ×ＡＣＴＩＯＮ　ＮＥＷＳ

【3.11 メモリアル行事】

　3 月 11 日㈬は東日本大震災津波発
生の日。この日の出来事を忘れてはな

Ｔ×ＡＣＴＩＯＮ （タクション） とは…

総合的な探究の時間を中心とした
生徒の活動の総称です。

らないと、本校では毎年「3.11 メモリアル行事」を開催しています。本年は本校卒業生で、岩手県
立大学の学生団体「ＦＲＯＭ」に所属し、人々が日頃から災害に備える意識を持てるように普及活動
を展開している及

おい
川
かわ
希
まれ
那
な
さんを講師に招待。被災当時の経験や助け合いの大切さなどについて語って

いただきました。　
　その他にも、避難所運営ゲーム「ＨＵＧ」を取り入れ、様々な条件下で被災者をどう誘導したらよ
いかを生徒たちに考えさせることで、災害時に取るべき行動の見直しができました。

対人スキルアップ講座 （１年生）

　4 月 21 日㈫、本市在住で、子どもたちのこころに関する相談
活動をされている大

おお
塚
つか
光
こう
太
た
郎
ろう
さんを講師にお迎えして、１年生

を対象とした「対人スキルアップ講座」を開催しました。多数
派の「普通」に流されたり萎縮したりするのではなく、人によっ
て異なる世界観や価値観と出会い、認め合うことで誰もが安心
して生きていける関係性を築けることを学びました。

さくらの杜プロジェクト支援活動 （２年生）

　２年１組・４組の生徒 51 人は、Ｔ×ＡＣＴＩＯＮ
で地域貢献活動に取り組みます。本年度最初の活動では、
震災の津波で失われた本市の桜の名所を復活させ、市民
の憩いの場を取り戻すために活動されている「ＮＰＯ法
人さくらの杜プロジェクト陸前高田」を支援するために、
桜を植樹する土壌づくりを行いました。事務局長の酒

さか
井
い
学
まなぶ
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活動の概要について説明していただき、強風の中慣れない穴掘りと
肥料運びを丁寧に行い、数十年先の桜並木で賑わう高田のまちを想
像しながら笑顔で取り組みました。今後も、ミニトマト栽培や高田
松原再生活動、海岸清掃などを実施していく予定です。

　3.11 仮設住宅体験館は、米崎町にある旧高田東中学校の校庭に設置さ
れている東日本大震災当時に使用した応急仮設住宅の一部を活用し、震
災伝承のために市が整備事業を行った体験宿泊施設です。
　5月 14 日㈭には仙台市立沖野中学校の生徒約 110 人が同施設を訪れ、
一般社団法人トナリノが企画運営する防災体験プログラムや炊き出し体
験を通して、避難所生活や震災当時の暮らしについて学びを深めました。
　参加した福

ふく
地
ち
いろ葉

は
さん（沖野中 2年）は「避難所や仮設住宅での生

活は狭さや物音などが
気になってしまい、プ
ライバシーの確保が難
しいと感じた。今回学
んだこと、感じたこと
を災害への備えに生か
したい」と感想を述べ
ました。

お申し込み
はこちら

3.11 仮設住宅体験館を紹介します！

過去の講座の様子

3.11仮設住宅体験館
についてはこちら

仮設住宅での暮らしを説明 避難所での生活の講義の様子

3.11 仮設住宅体験館
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高田高校の
取り組みは、
公式 note を
ご覧ください。

問い合わせ先 県立高田高等学校☎0192（55）3153


